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指定湖沼における下水道事業の取り組みについて

平成１６年１１月１９日
国土交通省都市・地域整備局下水道部



１．指定湖沼における下水道整備の実績
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指定湖沼における下水道処理及び高度処理の人口普及率
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指定湖沼における下水道処理及び高度処理の人口普及率
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指定湖沼における下水道処理及び高度処理の人口普及率
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諏訪湖（長野県）
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諏訪湖における下水道整備と水質の経年変化



平成１６年度 大学入試センター試験 地理B
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（単位：ｍｇ／Ｌ）

ＣＯＤ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

超高度処理の目標値 ３ ３ ０．０２

現時点の実験値 ２．０ １．１ ０．０３
※

※ 超高度処理実証調査における４月～９月の平均値。ただし については） T-P

の２段添加を行っていない状態のデータ。PAC

湖南中部浄化センターで６，５００m3／日の超高度処理の実験プラント
を整備し、平成１６年度から実証実験を行っている。

超高度処理実証施設

滋賀県における「超」高度処理への取組み

好気槽

返送汚泥

第１段凝集剤
（ＰＡＣ）ﾒﾀﾉｰﾙ

余剰汚泥

無酸素槽

好気槽

無酸素槽

好気槽 好気槽

無酸素槽 無酸素槽

最初沈殿池

原 水

生物反応槽 最終沈殿池

初沈汚泥
放 流

3.0 ㎎/ｌ以下ＣＯＤ

Ｔ－Ｎ

Ｔ－Ｐ

3.0 ㎎/ｌ以下

0.02 ㎎/ｌ以下

超高度処理
目標水質生物活性炭吸着槽オゾン滞留槽オゾン反応槽

オゾン発生装置

砂ろ過池

第２段凝集剤
（ＰＡＣ）

超高度処理実証施設超高度処理実証施設超高度処理実証施設

Ｐ

生物活性炭生物活性炭

(オゾンによる有機物
の酸化分解)

(オゾンと有機物の
反応促進)

(分解された有機物
の吸着除去)

凝集剤添加多段硝化脱窒法凝集剤添加多段硝化脱窒法

砂ろ過法＋オゾン処理法＋生物活性炭吸着法砂ろ過法＋オゾン処理法＋生物活性炭吸着法



流域下水道湖南幹線
（湖南中部浄化センター
へ）

(

汚
泥
）

事業の目的
市街地の屋根や道路に堆積した汚れが降雨時に琵琶湖へ流入し、このことが琵琶湖の汚濁
原因の１つになっている。
本事業では、草津市の山寺川流域から流出する市街地排水の一部を貯留することで汚泥を
沈殿除去し、さらに上澄み水は植生などを利用して浄化することにより、琵琶湖へ流入する汚
濁負荷（ＣＯＤ，Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ）を軽減する。

お ば

山寺川市街地排水浄化対策事業（伯母川ビオ・パーク）

対象面積 約80ha

浄化対象水量 7,200m3/回

水質項目 COD T-N T-P

4mg/l

70％

浄化対象流入水
質

12mg/l 1.2mg/l

70％計画除去率 80％

滋賀県におけるノンポイント汚濁負荷対策の取組み




